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■ 背 景 
グローバル化が進行する昨今、アジアの国々でも市民社会の台頭が見られている。このような状況下、

ＮＧＯは、アジアの市民社会の担い手として開発や平和、人権擁護や環境保全など様々な分野での活躍

が顕著である。今回はバングラデシュとフィリピンで長年、ＮＧＯ活動をリードしている二名を迎え、

活動に実際に携わっている視点からお話しいただく。 
■ 内 容 
パネリストとしてバングラデシュからモヒゥディン・アフマッド氏（NGO 団体 Community 

Development Library代表）、フィリピンからアルバート・アレホ氏（アテネオ・デ・ダバオ大学教授）
をお招きする。アフマッド氏からは「バングラデシュの市民社会と国家」と題して、バングラデシュの

市民社会の形成と貧困やジェンダー等に取り組むバングラデシュのＮＧＯが抱える課題についてお話

しいただく。アレホ氏からは「宗教、文化と紛争－ミンダナオの平和への取り組み」と題して、キリス

ト教徒とイスラム教徒の対立が続くミンダナオにおいて、宗教と紛争の関わりを市民社会の視点からお

話しいただく。コメンテーターはアジア総合政策センター教授の大野俊氏、司会は同助教授の小川玲子

氏。 
■ 効 果 
日本でも多くのＮＧＯ活動がなされ、人権、人道援助、環境、宗教、平和、女性問題等々を幅広く

扱い、行政とも企業とも違う重要な役割を担っている。この講演会では、「ＮＧＯ大国」と称

されるほどＮＧＯ活動が盛んなバングラデシュとフィリピンで活動を続けている現場の第一人者から

お話をうかがうことで、現況や課題、さらに今後のＮＧＯの在り方も検討する。また、研究者であり、

ＮＧＯ代表であり、文学者でもあるお２人のお話を伺うことで、今後日本の市民社会と国家との関係、

さらにＮＧＯや政府が果たす役割はなにかを考えるきっかけとする。 
■ 今後の展開 
アジア総合政策センターでは、活動理念の１つに「アジアに開かれた市民社会の形成・支援」を掲げ

ている。これまでにも、第２回アジア塾として「NGO、大学そして自治体のコラボレーション－三位一
体の国際協力－」（2006年 3月）を主催する他、地方自治体や国際協力団体と協力して活動を行ってき
た。今回のアジア理解講座は、九州大学教職員及び一般市民にアジアの現地からの視点を提供すること

で、国際協力活動の裾野と視野を広げることを目的とした試みの一環である。 
 
【お問い合せ】 
アジア総合政策センター 教授 坪田 邦夫 
電話：０９２－６４２－７０９６ 
FAX：０９２－６４２－４４３５（事務室） 
Mail：tsubota@isc.kyushu-u.ac.jp 

 

アジア理解講座の開催について 
「アジアの市民社会と国家 －NGO活動の現場から－」 

概 要  
グローバル化が進行する中で、世界規模での市民社会の台頭が見られます。NGOは、アジアの市
民社会の担い手として、開発や平和、人権や環境など様々な分野において活躍しています。市民社

会と国家はどのような関係にあるのでしょうか。また、政党政治や宗教とはどのように関わるべき

なのでしょうか。「NGO 大国」といわれるバングラデシュとフィリピンから研究者兼 NGO リーダ
ー兼詩人のパネリストを迎え、貧困や紛争などの社会矛盾が噴出する中で活動しているアジアの市

民社会が抱えている課題と今後の方向性について討議します。 






